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インターバンクの声 （2016 年 9 月 20 日） 
 

9 月 2 日の米雇用統計発表前までは、複数の米連邦準備制度理事会（FRB）高官

から相次いで利上げに前向きな発言があったこともあり、市場も 9 月の利上げの可

能性を強く意識する局面もあった。しかし、その後は、別の高官から利上げに慎重な

姿勢が示され、9 月の利上げは見送られるとの見方が大勢を占めるようになっている。

製造業景況指数や小売売上などいくつかの経済指標が予想以上に悪化したことも、

そうした見方をより強めてきた。弱い小売売上の発表があった翌日（16 日）に発表さ

れた 8 月の米消費者物価指数が市場予想を上回る内容だったこともあり、週末の円

相場が 101 円台後半から 102 円台中盤まで円売りが進んだが、週明けの昨日(19

日)は結局101円台に逆戻りしている。消費者物価指数が良かっただけでは、もはや

連邦公開市場委員会（FOMC）での利上げ見送りは確実だとの見方は変わらないよ

うだ。市場の焦点は日銀の追加金融緩和の施策内容と FOMC の声明、そしてイエ

レン FRB 議長の会見内容になって来た。 
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